
▲胴体はヘビ、角が２本あり長いひげを生やし、背には硬いうろこを持っているといわれています

　
４
月
か
ら
東
葉
高
速
鉄
道
村
上
駅
前
マ
ン
シ
ョ
ン
内
に
、
０
～
２
歳
児

を
対
象
に
し
た
小
規
模
認
可
保
育
園
が
開
園
し
ま
す
。

　
八
千
代
台
東
の
﹁
ま
こ
と
幼
稚
園
﹂
と
連
携
し
た
幼
保
連
携
型
認
定
こ

ど
も
園
で
す
。
４
月
か
ら
の
入
園
を
希
望
す
る
お
子
さ
ん
の
申
込
受
付
と

面
接
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　
▼
受
付
面
接
日　
１
月
25
日
㈬
午
前
10
時
～
午
後
４
時
。
都
合
が
つ
か

な
い
場
合
は
、
子
育
て
支
援
課　
（
４
８
３
）
１
１
５
１
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。
１
月
31
日
㈫
ま
で
の
間
で
日
程
を
調
整
し
ま
す　
▼
場
所　

（
仮
称
）
ま
こ
と
村
上
保
育
園
／
村
上
南
１　
５　
22
シ
ン
セ
リ
テ
ィ
村

上
Ⅲ
２
階　
▼
定
員　
28
人　
▼
申
し
込
み　
申
込
書
は
、
子
育
て
支
援

課
と
同
園
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。
面
接
の
際
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
子
育
て
支
援
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
今
年
は
市
民
会
館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
中
の
た
め
、
市
民
体
育
館
で

開
催
し
ま
す
。
市
内
で
成
人
を
迎
え
る
人
は
１
７
４
８
人
。
式
典
の
他
、

新
成
人
有
志
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
る
記
念
行
事
も
行
わ
れ
ま
す
。

案
内
状
が
あ
る
人
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
駐
車
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機
関
で
の
ご
来
場
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
▼
日
時　
１
月
９
日
㈷
正
午
か
ら
受
付
、
午
後
１
時
式
典
開
始　
▼
場

所　
市
民
体
育
館
ア
リ
ー
ナ　
▼
問
い
合
わ
せ　
青
少
年
課　
（
４
８
１
）

０
３
０
６
か
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い　

■
車
で
来
場
す
る
際
の
注
意　
送
迎
車
の
乗
降
場
所
は
、
市
民
会
館
と
野

球
場
の
駐
車
場
で
す
。
市
民
体
育
館
付
近
の
路
上
で
の
乗
り
降
り
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
係
員
の
誘
導
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。
駐
車
す
る
場
合
は
、

で
き
る
だ
け
野
球
場
の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い　
　

		

（
青
少
年
課
）

９
日
㈷
に
市
民
体
育
館
で
成
人
式

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
記
念
行
事
も

４
月
か
ら
保
育
園
が
新
規
開
園

入
園
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

天
を
駆
け
昇
る
竜
の
よ
う
に

勢
い
あ
る
年
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て

　
今
年
は
辰た
つ
年
で
す
。
辰
と
は﹁
竜
﹂の
こ
と
。﹁
龍
﹂と
も
書
き
ま
す
。
そ
の
昔
、竜
は
豊
作
や
凶
作
を

左
右
す
る
雲
や
雨
を
つ
か
さ
ど
る
神
と
し
て
、
地
域
で
信
仰
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
新
川
も
上
空
か
ら
見
る
と
、体
を
う
ね
ら
せ
た
大
き
な
竜
の
よ
う
で
す
。昭
和
30
年
頃
ま
で
萱
田
で
は
、

飯
綱
神
社
の
鐘
楼
に
あ
っ
た
竜
の
彫
刻
を
、神
社
下
の
小
さ
な
池
に
浮
か
べ
て
雨
乞
い
を
し
て
い
ま
し
た
。

新
川
と
つ
な
が
る
印
旛
沼
で
は
、主ぬ
し
だ
っ
た
巨
大
な
竜
が
天
の
大
龍
神
に
背
い
て
村
人
た
ち
の
た
め
に
雨

を
降
ら
せ
、体
を
裂
か
れ
た
と
い
う
言
い
伝
え
が
残
っ
て
い
ま
す
。昨
年
は
、津
波
や
洪
水
な
ど
の
大
き
な

水
害
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
は
天
を
駆
け
昇
る
竜
の
よ
う
に
、勢
い
あ
る
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

賀正

■市民会館駐車場案内図
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25
年
６
月
上
旬

支
援
金
確
定
額
等
の
公
表

25
年
３
月
31
日
ま
で
支
援
対
象
事
業
の
実
施
期
間

事
業
実
績
報
告
書
等
の
提
出

11
月
１
日

支
援
金
交
付
決
定
額
等
の
公
表

年始のごみ収集は４日㈬から、資源物の収集は５日㈭から開始します。９日㈷
の月曜日が可燃ごみ、資源物（紙・布類、紙パック）の収集にあたる地区は、当日

に臨時収集します。３日㈫が不燃・有害ごみの収集にあたる地区は、10日㈫に
臨時収集します。粗大ごみの電話受付 483-4506、清掃センターへの持ち
込みは４日㈬から開始します。
本年も引き続き、ごみの減量及び適正処理にご協力をお願いします。

年始のごみ収集日などのお知らせ

朝８時30分までに集積場所へ。不燃ごみは休日と重なった場合も収集 コ
ー
ス

該　　当　　地　　域
不
燃
ご
み

有
害
ご
み

可
燃
ご
み

び　
ん

缶　
類

ペッ
ト
ボ
ト
ル

紙
布　
類

紙
パ
ッ
ク１

月
の
資
源
物
・
ご
み
収
集
日

コ
ー
ス

該　　当　　地　　域
指定袋使用 資源物

不
燃
ご
み

有
害
ご
み

可
燃
ご
み

び　
ん

缶　
類

ペッ
ト
ボ
ト
ル

紙
布　
類

紙
パ
ッ
ク

9

村上（成田街道北側で新川西側）、
萱田町・萱田・大和田（成田街道北側から東葉
高速線南側）、
大和田新田（300・400・500・700番台の成田街道
北側から東葉高速線南側）、ゆりのき台１・２丁目

5
第１木

19
第３木

月
・
水
・
金 

2
日
は
休
み

9
日
は
収
集
あ
り

火 

3
日
は
休
み

土

１
大和田（成田街道南側）、萱田町（成田街道南側）、
村上（3200・3300・3500番台の成田街道南側）、
大和田新田（県道幕張八千代線より東側）、
高津（県道幕張八千代線より東側）

10
臨時

17
第３火

月
・
水
・
金 

2
日
は
休
み

9
日
は
収
集
あ
り

木 土不
法
投
棄
通
報
受
付
専
用
電
話

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル（
フ
ァ
ク
ス
兼
用
）

０
１
２
０（
８や

ち

４よ

４し

）５ゴ

３ミ

０ゼ
ロ

通
報
の
際
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

2 八千代台北 10
第２火

24
第４火 10 高津（県道幕張八千代線より西側）、高津東大和田新田（100・200番台の成田街道南側）

12
第２木

26
第４木

3 八千代台西、八千代台南 17
第３火

10
臨時 11 高津団地、大和田新田（1〜99番地の成田街道南側）

19
第３木

5
第１木

4 八千代台東 24
第４火

10
第２火 12 大和田新田（900・1000・1100番台の成田街道北側から東葉高速線南側）、緑が丘２〜４丁目

26
第４木

12
第２木

5 上高野 4
第１水

18
第３水

火
・
木
・
土 

3
日
は
休
み

金

月 

2
日
は
休
み

9
日
は
収
集
あ
り

13 勝田台 6
第１金

20
第３金

火
・
木
・
土 

3
日
は
休
み

水 

4
日
は
休
み

月 

2
日
は
休
み

9
日
は
収
集
あ
り

6 村上団地 11
第２水

25
第４水 14 勝田台南、勝田、ゆりのき台３〜８丁目、麦丸萱田町（東葉高速線北側）、萱田（東葉高速線北側）

13
第２金

27
第４金

7 村上（新川の東側）下市場、村上南、勝田台北
18
第３水

4
第１水 15 大和田新田（東葉高速線北側）、吉橋、尾崎、緑が丘１・５丁目

20
第３金

6
第１金

8 神野、保品、下高野、米本、米本団地、堀ノ内
25
第４水

11
第２水 16 大学町、真木野、小池、佐山、平戸、神久保、島田台、島田、桑橋、桑納

27
第４金

13
第２金

▼
問
い
合
わ
せ
は
、ク
リ
ー
ン
推
進
課
（
４
８
３
）１
１
５
１
ま
た
は
清
掃

セ
ン
タ
ー
（
４
８
３
）４
５
２
１
へ

Ｑ	「１％支援制度」って
	 どんな制度ですか
市民（納税者）の皆さんが納めた個人市民税
の１パーセント相当額を、本人の意思でボラン
ティア団体やＮＰＯ法人などの市民活動団体の
支援に充てることができる制度です。

Ｑ	 支援が受けられるのは
	 どんな団体ですか
次の要件を満たしている団体が対象です。
①市内に事務所を有し、市内で活動している
②会則・規約または定款などがある
③�申請書の提出時に、１事業年度（１年）以上
継続的に活動している

④法令、条例などに違反する活動をしていない
⑤�公の秩序または善良の風俗を害する活動をし
ていない

⑥宗教的活動、政治的活動をしていない
※③については、要件を満たしていなくても、
この制度の趣旨に沿っている団体であれば、対
象となる場合があります

Ｑ	 支援が受けられるのは
	 どんな事業ですか
24年４月１日㈰から25年３月31日㈰までに

行われ、次の要件を満たしているものです。団
体が申請できる事業は、１年度につき１件です。
①市内で実施するもの
②�福祉、環境、文化、スポーツ、青少年育成そ
の他社会貢献に係る分野のもの

③営利を目的としないもの
④市民を主たる対象とするもの【問い合わせ】

やちよ市民活動サポートセンター
　481-3222　　481-3221
　nposupport@city.yachiyo.
　chiba.jp

※この制度に関する予算は、３月の第１回定例市議会で
審議され、予算案の可決をもって制度を実施します

「八千代市市民活動団体支援金交付制度（以下
１％支援制度）」は、福祉、環境、文化、スポ
ーツなど、団体が行う市民活動を応援する制度
です。地域で地道に活動を続けている団体にと
っては、自分たちがどんな活動をしているかを
広くＰＲし、市民の皆さんに応援してもらうチ
ャンスです。24年度に支援を希望する団体の募
集を、１月30日㈪から３月２日㈮まで行います。

⑤団体の構成員のみを対象としないもの
⑥�支援を受けようとする年度に本市から別の補
助金などの交付を受けていないこと
※①④⑤については、要件を満たしていなくて
も、この制度の趣旨に沿っている事業であれば、
対象となる場合があります

Ｑ	 支援が受けられるのは
	 どんな経費ですか
支援の対象となる経費は、講師等の謝金、チ
ラシ作製などの印刷代、会場使用料などの申請
した事業を実施するために直接必要となるもの
です。団体の維持や運営などに関する経費は、
対象になりません。支援金額は、市の予算の範
囲内で、事業費の２分の１が上限になります。

１月28日㈯と29日㈰に
説明会を行います

24年度に支援を希望する団体を対象に説明
会を行います。当日は申請書や団体向けのガイ
ドブックを配布し、制度の概要や申請方法など
を説明します。説明会終了後、希望する団体には、
個別の相談も受け付けます。説明会の参加や個
別相談を希望する団体は、事前に電話、ファク�
ス、メールで、やちよ市民活動サポートセンタ
ーへ申し込んでください。応募多数のときは、
人数の調整をする場合があります。
【説明会】　▶日時　１月28日㈯・29日㈰、午
後１時～３時　▶場所　市役所第１・２会議室
説明会に出席できない団体には、申請期間中
に随時相談を受け付けますので、同センターに
申し込んでください。

10
月
中
旬

団
体
へ
の
支
援
金
交
付
決
定
額

の
通
知

１％支援制度の
流れ

24年度
９
月
中
旬

選
択
届
け
出
結
果
の
公
表

７
月
31
日
ま
で

納
税
者
か
ら
の
選
択
届
け
出
期
間

６
月
15
日

支
援
対
象
団
体
と
事
業
の
公
表

３
月
２
日
ま
で

市
民
活
動
団
体
か
ら
の
申
請
期
間

１
月
28
日
・
29
日

支
援
を
希
望
す
る
団
体
へ
の
説
明
会
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県
民
を
対
象
に
、
講
談
師
や
親
族
後
見
人
か
ら
の
話
を
織
り
交
ぜ
て
、
成
年

後
見
制
度
の
概
要
や
職
務
を
学
ぶ
研
修
会
を
実
施
し
ま
す
。
先
着
３
５
０
人
。

▼
日
時　
２
月
４
日
㈯
午
前
９
時
50
分
～
午
後
４
時　
▼
場
所　
千
葉
市

蘇
我
勤
労
市
民
プ
ラ
ザ　
▼
費
用　
資
料
代
１
０
０
０
円　
▼
申
し
込
み　
１

月
25
日
㈬
ま
で
に
申
込
書
を
フ
ァ
ク
ス
か
メ
ー
ル
で
千
葉
県
後
見
支
援
セ
ン
タ

ー

０
４
３（
２
０
４
）６
０
１
２

０
４
３（
２
０
４
）６
０
１
３

sm
ile@

chibakenshakyo.com

へ（
手
話
通
訳
な
ど
の
配
慮
が
必
要
な
人
は
１
月
13

日
㈮
ま
で
に
）。
申
込
書
は
県
社
会
福
祉
協
議
会
、
千
葉
市
社
会
福
祉
協
議
会
、

千
葉
司
法
書
士
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
ま
た
、
市

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
も
配
布
し
て
い
ま
す

	

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

東
京
電
力
株
式
会
社
で
は
、
こ
の
冬
の
電
力
は
安
定
供
給
で
き
る
見
通
し
と

公
表
し
て
い
ま
す
が
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
抑
制
す
る
た
め
に
も
、
節
電
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
次
の「
家
庭
に
お
け
る
冬
の
省
エ
ネ
ポ
イ
ン
ト
」を

参
考
に
し
て
、
電
気
機
器
を
効
率
よ
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

①
エ
ア
コ
ン　
フ
ィ
ル
タ
ー
の
掃
除
は
こ
ま
め
に
。
カ
ー
テ
ン
や
ブ
ラ
イ
ン
ド

な
ど
で
冷
気
の
進
入
を
カ
ッ
ト
。
暖
か
い
空
気
は
上
昇
す
る
た
め
、
風
向
き
を

下
向
き
に
し
て
暖
気
を
循
環
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

②
こ
た
つ
、
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト　
機
器
本
体
と
床
と
の
間
に
敷
物
を
、
こ
た
つ

の
掛
け
布
団
は
２
枚
に
し
て
保
温
効
果
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

③
電
気
ス
ト
ー
ブ　
短
時
間
使
用
す
る
寒
い
脱
衣
所
や
ト
イ
レ
な
ど
、
部
分
的

に
暖
め
た
い
時
に
活
用
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

④
温
水
洗
浄
便
座　
フ
タ
を
閉
め
る
と
暖
房
し
て
い
る
便
座
か
ら
の
放
熱
が
抑

え
ら
れ
ま
す
。	

（
環
境
保
全
課
）

「
八
千
代
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
き
実
施
要
綱
」
に
基
づ
き
、
24
年
度

か
ら
26
年
度
ま
で
の
高
齢
者
保
健
福
祉
並
び
に
介
護
保
険
事
業
に
お
け
る
方
向

性
を
示
す「
第
６
次
老
人
保
健
福
祉
計
画・第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画（
素
案
）」

に
対
す
る
意
見
を
募
集
し
ま
す
。
意
見
を
提
出
で
き
る
人
は
、
市
内
に
住
所
を

有
す
る
人
、
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
を
有
す
る
人
、
市
内
の
事
務
所
ま

た
は
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
人
、
市
内
の
学
校
に
在
学
し
て
い
る
人
、
当
該

事
案
に
利
害
関
係
を
有
す
る
人
で
す
。意
見
に
対
し
て
の
個
別
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

▼
募
集
期
間　
１
月
４
日
㈬
～
２
月
２
日
㈭
必
着　
▼
公
表
場
所　
長
寿
支

援
課
、
情
報
公
開
室
、
支
所
、
連
絡
所
、
公
民
館
、
図
書
館
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載　
▼
意
見
の
提
出
方
法
・
送
付
先　
募
集
期
間
中
に
公
表
す
る
素

案
に
記
載	

（
長
寿
支
援
課
）

支援対象団体の申請受付は
１月30日㈪～３月２日㈮

支援対象団体になるには、申請が必要です。
【申請方法】　▶日時　１月30日㈪～３月２日
㈮の祝日を除く月曜～金曜日、午前８時30分
～午後５時　▶必要書類　①申請書、事業計画
書、事業収支予算書、②会則、規約、定款など
の写し、③団体の活動状況が分かる書類など　
※詳しくは、説明会で配布する団体向けのガイ
ドブックをご覧ください　▶提出方法　やちよ
市民活動サポートセンターの窓口に、必要書類
を持参してください。郵便、ファクス、メール

申請した後のスケジュール
　申請後は申請の内容について、八千代市市民活
動団体支援審査会が審査します。４月上旬に支
援対象団体と事業を決定し、６月15日㈮に広報
やちよなどで公表します。市民（納税者）の皆さ
んが、支援したい団体を選ぶ「選択届け出」の方
法などについても併せてお知らせします。
選択届け出の期間は、６月15日㈮から７月31�
日㈫です。選択届け出の結果、各団体にどれだけ
支援があったかは、９月中旬に市ホームページ
などに掲載します。この結果を受けて、各団体
は事業の変更や取り下げをすることができます。
市に「変更申請」があった場合は、その内容を
審査会で再度審査し、支援金額を決定します。
支援金額については、11月１日㈭に広報やちよ
などで公表します。
　各団体は、事業が完了した後に実績報告書を
提出。審査会を経て、支援金額を確定します。支
援金確定額は、25年６月上旬に市ホームページ
などに掲載します。 （流れは左ページ図参照）

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
平

成
24
年
の
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
、
ブ
ー
タ
ン
国
王
ご
夫
妻
が
東
日
本
大
震
災
で

被
災
し
た
福
島
県
相
馬
市
の
小
学
校
を
訪
れ
た
際
、
国

王
は
小
学
生
に
「
竜
は
経
験
を
食
べ
て
成
長
し
、
日
増

し
に
強
く
な
る
。
い
つ
も
心
の
中
に
竜
を
持
ち
そ
の
竜

を
育
て
る
こ
と
が
大
切
で
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。
そ
れ

は
「
わ
が
心
に
竜
あ
り
」
と
い
う
警
句
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
話
を
聞
き
、
私
は
改
め
て
市
長
職
を
全
う
す
る
気

構
え
が
浮
か
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
一
つ
は
現
場
・
現

実
に
自
ら
を
置
き
、
現
実
主
義
に
徹
す
る
こ
と
。
二
つ

に
は
政
治
に
身
を
置
い
た
こ
ろ
の
純
潔
な
原
点
・
初
心

を
持
ち
続
け
る
こ
と
。
三
つ
に
は
目
的
の
達
成
に
不
退

転
の
決
意
を
持
ち
続
け
る
こ
と
。
こ
の
三
点
を
胸
に
刻

み
公
務
に
専
心
す
る
こ
と
を
心
に
誓
っ
た
わ
け
で
ご
ざ

い
ま
す
。

市
政
の
昨
年
の
主
な
取
り
組
み
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

「
快
適
な
生
活
環
境
と
や
す
ら
ぎ
に
満
ち
た
都
市　
八

千
代
」
を
将
来
都
市
像
と
し
た
第
４
次
総
合
計
画
が
ス

タ
ー
ト
。
基
本
理
念
の
一
つ
で
あ
る
「
安
心
と
安
全
」

に
基
づ
く
災
害
時
の
対
応
と
し
て
、
防
災
情
報
ツ
イ
ッ

タ
ー
と
メ
ー
ル
、
防
災
無
線
の
内
容
を
聞
け
る
自
動
電

話
応
答
を
開
始
し
情
報
の
共
有
化
を
図
っ
た
ほ
か
、
学

校
施
設
の
耐
震
改
修
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

今
年
の
取
り
組
み
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
市
民
の
生

涯
学
習
の
施
策
と
し
て
、
新
川
周
辺
地
区
都
市
再
生
整

備
計
画
に
基
づ
く
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
建
設
工
事
と
中
央

図
書
館
・
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
整
備
事
業
の
実
施
設
計
、

市
民
会
舘
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
、
0
歳
児
・
1
歳
児
の

親
子
に
絵
本
パ
ッ
ク
を
贈
る
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
を

行
う
ほ
か
、
引
き
続
き
学
校
施
設
の
耐
震
改
修
を
推
進

い
た
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
は
、
地
域
の
活
性
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
主
体
性
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
作
成
し
た

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
市
民
の
皆

さ
ま
と
力
を
合
わ
せ
て
、
地
域
の
視
点
に
立
っ
た
施
策

を
進
め
ま
す
。
こ
の
た
め
行
政
組
織
の
見
直
し
、
効
果

的
な
施
策
・
事
業
の
選
択
な
ど
、「
実
践
躬
行
」を
旨
と

し
た
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
は
、
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら

し
た
東
日
本
大
震
災
や
局
部
的
集
中
豪

雨
な
ど
、
自
然
が
も
た
ら
す
脅
威
と
原

子
力
発
電
所
事
故
の
恐
怖
を
思
い
知
ら

さ
れ
た
年
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ま
た
、
皮
肉
に
も
こ
の
悲
劇
が
家
族

の
絆
、
人
と
人
と
の
絆
、
真
の
豊
か
さ
、

限
り
あ
る
資
源
の
大
切
さ
を
改
め
て
実

感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

被
災
地
の
復
旧
・
復
興
と
放
射
線
汚

染
の
解
消
に
向
け
て
は
、
長
期
に
わ
た

り
巨
額
な
国
庫
予
算
の
投
入
が
余
儀
な

く
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
国

内
外
に
お
け
る
不
透
明
な
経
済
状
況
や

復
興
財
源
の
確
保
な
ど
、
政
府
に
課
せ

ら
れ
た
課
題
も
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
復
興
財
源
確

保
法
の
成
立
に
よ
り
増
税
規
模
が
示
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
難

局
を
乗
り
越
え
、
将
来
を
担
う
世
代
が

未
来
に
希
望
の
持
て
る
社
会
を
築
く
た

め
の
ス
タ
ー
ト
の
年
と
な
る
よ
う
願
う

も
の
で
あ
り
ま
す
。

市
議
会
は
、
こ
う
し
た
国
政
上
の
諸

事
情
を
考
慮
し
つ
つ
も
、
行
政
と
一
体

と
な
っ
て
行
財
政
改
革
の
更
な
る
推
進

に
よ
り
、
高
齢
者
福
祉
の
向
上
、
子
育

て
支
援
の
充
実
、
防
災
対
策
、
教
育
施

設
の
耐
震
化
等
々
、
日
々
の
市
民
生
活

に
密
接
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
、

「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」、「
住

み
続
け
た
い
と
思
う
ま
ち
づ
く
り
」
に

向
け
て
努
力
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
か
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
本
年

も
市
議
会
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

■
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

■
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

安
心
安
全
、活
力
あ
る

　
　

地
域
づ
く
り
を
実
行
し
ま
す

八
千
代
市
長　

豊
田
俊
郎

住
み
続
け
た
い
と
思
う

　
　

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

八
千
代
市
議
会
議
長　

林　

利
彦

▲今年度の説明会の様子

での提出はできません

成
年
後
見
制
度
研
修
会
を
開
催

冬
の
上
手
な
電
気
の
使
い
方

老
人
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画

（
素
案
）
へ
の
意
見
を
募
集
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【
自
治
功
労
】

秋
あ き た え つ こ

田 悦 子
（高津）

大
お お さ わ ひ で あ き

澤 英 明
（萱田町）

中
な か じ ま つ ね の り

嶋 恆 德
（米本）

馬
ば ば

場 政
ま さ と し

利
（米本）

宮
みやした

下八
や え と

重人
（勝田台）

【
産
業
振
興
功
労
】

石
い し い こ う じ

井 孝 治
（大和田）

【
産
業
振
興
功
労
】

石
い し い せ い じ

井 成 二
（八千代台北）

【
産
業
振
興
功
労
】

石
い し が き

垣 　 功
いさお

（八千代台北）

【
産
業
振
興
功
労
】

江
え ぐ ち き ん じ

口 欣 司
（村上）

【
産
業
振
興
功
労
】

小
お が わ さ く じ

川 作 治
（吉橋）

【
産
業
振
興
功
労
】

黒
く ろ さ き け い い ち

﨑 啓 一
（下高野）

【
産
業
振
興
功
労
】

齋
さ い と う

藤 　 博
ひろし

（大和田新田）

【
産
業
振
興
功
労
】

周
す ご う ふ み お

郷 文 雄
（大和田新田）

【
産
業
振
興
功
労
】

関
せ き  や 　 か つ と し

谷 勝 利
（米本）

【
産
業
振
興
功
労
】

橋
はし

本
も と

保
や す お

伯
（千葉市）

【
産
業
振
興
功
労
】

蛭
ひ る ま ひ で お

間 秀 夫
（上高野）

【
産
業
振
興
功
労
】

水
みず

村
む ら

清
き よ み

美
（越谷市）

【
教
育
文
化
功
労
】

井
いの

上
う え

益
ま す こ

子
（勝田台）

【
教
育
文
化
功
労
】

窪
くぼ

田
た

義
よ し ひ ろ

弘
（村上）

【
教
育
文
化
功
労
】

齋
さい

藤
と う

貴
き み こ

美子
（八千代台北）

【
教
育
文
化
功
労
】

斎
さい

藤
と う

光
み つ お

男
（麦丸）

【
教
育
文
化
功
労
】

髙
たかはし

橋なみ江
え

（勝田台）

【
教
育
文
化
功
労
】

平
ひら

岩
い わ

二
じ ろ う

郎
（八千代台西）

【
教
育
文
化
功
労
】

船
ふ な だ

田富
ふ み こ

美子
（大和田新田）

【
教
育
文
化
功
労
】

（島田台）
【
教
育
文
化
功
労
】

（大和田新田）

【
社
会
事
業
功
労
】

荒
あ ら き  な お み

木 直 躬
（市原市）

【
社
会
事
業
功
労
】

板
い た ば し け い い ち

橋 敬 一
（船橋市）

【
社
会
事
業
功
労
】

髙
た か は し だ い き ち

橋 大 𠮷
（大和田）

【
社
会
事
業
功
労
】

髙
たかはし

橋とき子
こ

（吉橋）

【
社
会
事
業
功
労
】

中
な か む ら

村 二
に ろ う

郎
（高津）

【
社
会
事
業
功
労
】

七
な な う み

海 慶
よ し こ

子
（吉橋）

【
社
会
事
業
功
労
】

（高津）

【
社
会
事
業
功
労
】

林
はやし

　 眞
しんじょう

晟西
に し む ら ふ み あ き

村 文 明
（大和田）

【
社
会
事
業
功
労
】

山
やまざき

﨑裕
ゆ み こ

美子
（村上）

【
社
会
事
業
功
労
】

山
や ま ざ わ

澤 　 博
ひろし

（大和田新田）

【
社
会
事
業
功
労
】

山
や ま だ

田 京
き ょ う こ

子
（大和田）

佐
さ と う

藤 一
か ず ひ こ

彦
（大和田新田）

寺
て ら じ ま り ゅ う じ

嶋 隆 次
（大和田新田）

得
と く も と

本 鋭
と し や

也
（村上南）

古
ふ る や

屋 　 浩
ひろし

（佐倉市）
久

く ぼ

保 健
け ん じ

治
（上高野）

佐
さ と う つ や こ

藤 艶 子
（高津団地）

鈴
す ず き

木佐
さ え こ

惠子
（勝田台北）

中
な か じ ま

島 　 肇
はじめ

（勝田台南）
星
ほし

　久
く み こ

美子
（八千代台北）

安
やすはら

原久
く み こ

美子
（吉橋）

山
や ま ざ き

﨑 晴
は る よ

代
（大和田新田）

【
消
防
防
犯
功
労
】

大
お お き よ う こ

木 洋 子
（八千代台西）

【
消
防
防
犯
功
労
】

白
し ら い し ろ う

井 四 郎
（桑橋）

【
消
防
防
犯
功
労
】

不
ふ わ

破 定
さ だ の ぶ

信
（大和田新田）

【
そ
の
他
功
労
】

石
い し い

井 　 充
みつる

（八千代台北）
【
そ
の
他
功
労
】

岩
い わ せ

瀨 　 徹
とおる

（八千代台北）
金
か ね こ

子 佳
よ し み つ

充
（佐山）

河
こ う の

野 忠
た だ よ し

良
（萱田町）

近
こ ん ど う

藤 武
た け お

男
（吉橋）

長
な が お か と し の り

岡 要 範
（萱田）

松
ま つ ど

戸 　 隆
たかし

（勝田）
吉
よ し か わ

川 俊
と し お

男
（桑橋）

ふれんど
パーク

八千代市
郷土歴史
研究会

地方自治の発展や産業の振興、
教育・学芸等文化の進展などに
尽力し、功労が顕著な人が対象

農業委員会委員などとして市政
に功労があった人が対象

篤行者表彰

市政功労者表彰

【
自
治
功
労
】

【
自
治
功
労
】

【
自
治
功
労
】

【
自
治
功
労
】

【
衛
生
功
労
】

【
民
生
功
労
】

【
民
生
功
労
】

【
民
生
功
労
】

【
民
生
功
労
】

【
民
生
功
労
】

【
衛
生
功
労
】

【
衛
生
功
労
】

【
衛
生
功
労
】

【
民
生
功
労
】

【
民
生
功
労
】

市政の発展に
ご尽力いただいた皆さん

　市では、毎年11月23日に市政の発展に功労
があった人を八千代市表彰規定に基づいて表
彰しています。今年度は、57人と２団体がそれぞ
れ篤行者表彰、市政功労者表彰されました。
　　　　　　　　　　　　　　　  （敬称略）

八
千
代
市
消
防
出
初
式
を
開
催

お
こ
わ
づ
く
り
講
習
会
の
受
講
者

中
央
ブ
ロ
ッ
ク
赤
十
字
ま
つ
り
を
開
催

野
菜
栽
培
講
習
会
の
受
講
者

赤
十
字
活
動
資
金
に
ご
協
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
は
れ
の
日
に
は
欠
か
せ
な
い
赤
飯
と
、
体
に
良
く
手
軽
に
で
き
る
甘
酒
の
作

り
方
を
学
び
ま
す
。
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人
対
象
。
先
着
20
人
。

　
▼
日
時　
１
月
15
日
㈰
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時　
▼
場
所　
農
業
研
修

セ
ン
タ
ー　
▼
費
用　
材
料
費
一
人
６
０
０
円　
▼
申
し
込
み　
１
月
５
日
㈭

か
ら
材
料
費
を
添
え
て
直
接
同
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ　
▼
問
い
合
わ
せ　
同
セ
ン

タ
ー　
（
４
５
０
）
４
６
４
５
へ
（
月
曜
休
所
）

　
家
庭
菜
園
な
ど
で
の
野
菜
づ
く
り
の
基
礎
を
学
び
ま
す
。
先
着
50
人
。

　
▼
日
時　
１
月
29
日
㈰
午
前
９
時
～
正
午　
▼
場
所　
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー

　
▼
申
し
込
み　
１
月
５
日
㈭
か
ら
電
話
か
直
接
同
セ
ン
タ
ー　
（
４
５
０
）

４
６
４
５
へ
（
月
曜
休
所
）　
　

　
赤
十
字
奉
仕
団
の
活
動
や
赤
十
字
思
想
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
﹁
中
央
ブ
ロ

ッ
ク
赤
十
字
ま
つ
り
﹂
を
開
催
し
ま
す
。
赤
十
字
奉
仕
団
の
活
動
紹
介
や
ハ
ン

ド
ベ
ル
サ
ー
ク
ル
﹁
す
ず
ら
ん
﹂
に
よ
る
演
奏
の
ほ
か
、
乳
幼
児
期
に
起
こ
り

や
す
い
事
故
の
予
防
と
そ
の
手
当
、新
聞
紙
を
使
っ
た
ス
リ
ッ
パ
作
り
や
、心
肺

蘇
生
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
含
む
）
な
ど
の
講
習
会
を
行
い
ま
す
。
非
常
食
の
試
食

も
で
き
ま
す
。

　
▼
日
時　
１
月
21
日
㈯
午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時
40
分　
▼
会
場　
ふ
れ

あ
い
プ
ラ
ザ
大
広
間
。
送
迎
バ
ス
あ
り
。
詳
し
く
は
健
康
福
祉
課
へ　
▼
申
し

込
み　
１
月
13
日
㈮
ま
で
に
電
話　
（
４
８
３
）
１
１
５
１
ま
た
は
直
接
同
課

窓
口
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

		

（
健
康
福
祉
課
）

　
23
年
度
の
日
本
赤
十
字
社
千
葉
県
支
部
八
千
代
市
地
区
に
お
け
る
活
動
資
金

の
募
集
に
、
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
寄
せ
ら
れ
た
総

額
６
８
５
万
８
８
７
６
円
（
12
月
14
日
現
在
実
績
）
は
、
災
害
救
護
や
献
血
事

業
な
ど
の
赤
十
字
事
業
資
金
と
し
て
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　

　
　
　
　
　

		

（
日
本
赤
十
字
社
千
葉
県
支
部
八
千
代
市
地
区
・
健
康
福
祉
課
）

　
式
典
終
了
後
、
八
千
代
高
校﹁
鼓
組
﹂に
よ
る
和
太
鼓
の
演
奏
を
披
露
し
ま
す
。

　
▼
日
時　
１
月
８
日
㈰
午
前
10
時
か
ら　
▼
場
所　
市
民
体
育
館　
▼
問
い

合
わ
せ　
消
防
本
部　
（
４
５
９
）
２
４
４
１

募
集

募
集
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■
い
ち
ご
狩
り
（
あ
き
ひ
め
、
と
ち
お
と
め
な
ど
）

︻
個
人
︼　
▼
期
間　
①
米
本
い
ち
ご
園　
１
月
５
日
㈭
～
５
月
上
旬
頃
（
毎

週
月
曜
休
園
）　
②
島
田
い
ち
ご
園　
１
月
14
日
㈯
～
４
月
１
日
㈰
（
土
曜
・
日

曜
日
、
祝
日
の
み
開
園
）　
▼
時
間　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時　
▼
入
園

方
法　
①
は
、
ふ
る
さ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内
の
券
売
機
で
入
場
券
を
購
入
し
現

地
へ
（
販
売
は
午
前
９
時
か
ら
）　
②
は
、
直
接
現
地
へ　
▼
問
い
合
わ
せ　

①
い
ち
ご
ハ
ウ
ス　
０
９
０
（
２
４
６
１
）
４
８
１
４　
②
農
事
組
合
法
人

﹁
島
田
﹂　
０
８
０
（
１
３
０
６
）
９
７
５
２

※
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
で
混
雑
し
た
場
合
は
終
了
時
間
を
早
め
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
予
約
は
出
来
ま
せ
ん

︻
団
体
︼　
▼
期
間　
１
月
７
日
㈯
～
４
月
中
旬　
▼
時
間　
午
前
の
部
…
午

前
10
時
～
正
午　
午
後
の
部
…
午
後
１
時
～
３
時　
▼
場
所　
ふ
る
さ
と
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
集
合
。
案
内
人
と
各
自
の
車
で
農
園
に
移
動　
▼
申
し
込
み　
申
込

書
を
ふ
る
さ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
務
室　
（
４
８
８
）６
７
１
１	　
（
４
８
８
）

６
７
１
２
へ
持
参
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス　
※
申
し
込
み
は
原
則
10
人
以
上
。
事
前

予
約
が
必
要

︻
料
金
︼　
個
人
、
団
体
い
ず
れ
も
30
分
食
べ
放
題
、
練
乳
付
き
。
消
費
税
込

み
。
※
お
ん
ぶ
ひ
も
で
背
負
わ
れ
て
い
る
２
歳
以
下
の
子
ど
も
は
無
料　

　
市
書
道
会
員
に
よ
る
、
新
春
に
ふ
さ
わ
し
い
書
展
を
開
催
し
ま
す
。
ふ
だ
ん

展
示
で
き
な
い
大
き
な
作
品
も
展
示
し
ま
す
。
入
場
無
料
。

　
▼
日
時　
１
月
14
日
㈯
～
16
日
㈪
午
前
10
時
～
午
後
５
時　
▼
場
所　
勝
田

台
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル　

■
講
演
会
「
折
々
の
人
・
絆
」　
講
師
は
岩
波
白
鵬
会
長
。
１
月
15
日
㈰
午
前

11
時
～
正
午
、
同
会
場
で
。

　
▼
問
い
合
わ
せ　
八
千
代
市
書
道
会
・
岩
波　
（
４
８
３
）
２
６
３
７

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

		

（
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
課
）

■
食
用
菜
の
花
（
早
陽
１
号
、
は
な
か
ざ
り
）
収
穫
体
験

　
▼
期
間　
１
月
14
日
㈯
～
２
月
下
旬
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
の
み
開
園
）

▼
時
間　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時　
※
先
着
順
。
無
く
な
り
次
第
終
了

▼
料
金　
１
袋
２
０
０
円
（
指
定
袋
に
詰
め
放
題
）　
▼
受
け
付
け　
島
田
い
ち

ご
園
横　
▼
問
い
合
わ
せ　
農
事
組
合
法
人
﹁
島
田
﹂　
０
８
０（
１
３
０
６
）

９
７
５
２　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

		

（
ふ
る
さ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

新
春
八
千
代
市
書
道
会
展
を
開
催

い
ち
ご
狩
り
と
菜
の
花
収
穫
体
験

◆京成八千代台駅西口　昭和42
年は団地造成と八千代台自治会
創立の十周年にあたり、記念行事
などが行われました。駅直結の
歩道橋は47年に完成。成長した
木が歳月の流れを感じさせます。

◆京成勝田台駅南口　昭和43年
５月に開設。７月には勝田台団
地の入居も始まり、この年の利
用者は延べ150万人を超えました。
平成８年には東葉高速鉄道が開
通し、市内で唯一２路線が乗り
入れる駅になりました。

◆八千代市消防署　消防ポンプ車
２台、救急車１台、職員41人で発
足。平成19年には現在の消防本部・
中央消防署に。高層マンションな
どでの消火・救助に対応できるよ
う40メートル級のはしご付消防自
動車などを配置しています。

写
真
で
見
る
八
千
代
市
の
今
昔

　

八
千
代
市
は
今
年
、
市
制
施
行
45
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

昭
和
42
年
１
月
１
日
に
人
口
４
万
１
５
７
４
人
、
県
下
21
番
目
の
市
と
し
て
始
ま

っ
た
八
千
代
市
。
八
千
代
台
、
勝
田
台
な
ど
の
住
宅
団
地
造
成
や
、
ゆ
り
の
き
台
、

緑
が
丘
な
ど
の
開
発
が
進
み
、
街
並
み
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

　

当
時
の
懐
か
し
い
写
真
と
と
も
に
、45
年
間
の
移
り
変
わ
り
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

市制施行
45周年

▶
八
千
代
市
の
看
板
を
揚
げ
る
職
員
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１　月　の　相　談　案　内
ふれあい
相 談 所

高
齢
者
総
合
相
談

緑
の
相
談

子
ど
も
の
総
合
相
談

（
０
～
18
歳
︶

こ
と
ば
と
発
達

の

相

談

青
少
年
の
非
行

に
関
す
る
相
談

教
育
相
談

適
応
支
援
相
談

消
費
生
活
相
談

女
性
、こ
こ
ろ
の

悩
み
電
話
相
談

住
宅
耐
震
相
談・

建
築
相
談

内
職
相
談

職
業
相
談

（
地
域
職
業
相
談
室
）

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

ほ
っ
と
相
談

納
税
相
談

人
権
・
悩
み

ご
と
の
相
談

戸
籍
相
談

宅
地
建
物
相
談

登
記・測
量
相
談

行
政
書
士
相
談

予約制 行
政
相
談

交
通
事
故
相
談

税
務
相
談

法
律
相
談

※
１
案
件
に
つ
き

　
　
　
１
回
限
り

心
配
ご
と

相

談
火
・
木
曜
日

	

13
時
～
16
時

月～金曜日
８時30分～17時

26
日
㈭

	

10
時
～
15
時
30
分

月
～
金
曜
日

	

８
時
30
分
～
17
時

月
～
金
曜
日

	

９
時
～
17
時

月
～
金
曜
日

	

９
時
～
16
時

月
～
金
曜
日

	

９
時
～
16
時

月
～
金
曜
日

	

９
時
30
分
～
17
時

月
～
金
曜
日

	

９
時
～
12
時・13
時
～
16
時

火
・
木
・
金
曜
日

	

９
時
～
16
時

16
日
㈪
（
予
約
制
）

	

13
時
～
16
時

火
・
金
曜
日

	

10
時
～
12
時・13
時
～
16
時

月
～
金
曜
日

	

９
時
～
17
時

11
日
㈬
（
予
約
制
）

	

９
時
30
分
～
15
時
30
分

29
日
㈰

９
時
～
16
時

12
日
㈭	

13
時
～
16
時

問
健
康
福
祉
課

月
～
金
曜
日　
８
時
30
分
～
17
時

20
日
㈮	

13
時
～
16
時

12
日
㈭	

13
時
～
16
時

19
日
㈭	

13
時
～
16
時

11
日
㈬・25
日
㈬	

10
時
～
15
時

23
日
㈪	

９
時
30
分
～
15
時

６
日
㈮・10
日
㈫・11
日
㈬・13
日
㈮

17
日
㈫・18
日
㈬・20
日
㈮・24
日
㈫

27
日
㈮	

９
時
30
分
～
15
時

16
日
㈪	

13
時
～
16
時

地域包括支援センター
（
４
８
３
）１
１
５
１	

大
和
田・睦

　
　

内
線（
２
２
８
５
～
７
）

（
４
８
９
）４
６
５
５	

高
津・緑
が
丘

（
４
８
１
）７
４
１
１	

八
千
代
台

（
４
０
５
）４
１
７
７	

村　

上

（
４
８
８
）９
５
２
５	

阿　

蘇

（
４
８
１
）３
５
１
５	

勝
田
台

社
会
福
祉
協
議
会
相
談
専
用

　

（
４
８
７
）２
９
４
０

環
境
緑
化
公
社

　

（
４
５
８
）６
４
４
６

子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー

直
通
（
４
８
４
）２
９
５
４

こ
と
ば
と
発
達
の
相
談
室

　

（
４
８
６
）９
８
８
７

青
少
年
セ
ン
タ
ー

　

（
４
８
３
）２
８
４
２

教
育
セ
ン
タ
ー

　

（
４
８
６
）８
８
６
６

フ
レ
ン
ド
八
千
代

　

（
４
８
６
）１
０
１
９

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

（
４
８
５
）０
５
５
９

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
相
談

専
用
（
４
８
５
）７
３
３
３

建
築
指
導
課

職
業
相
談
室（
１
階
）

障
害
者
支
援
課

納
税
課（
３
階
）

市
役
所
１
階

　
　
　
第
３
相
談
室

戸
籍
住
民
課

生
活
安
全
課

※
予
約
制
以

外
の
各
種
相

談
は
当
日
受

け
付
け
。
15

時
30
分
ま
で

に
電
話
か
直

接
窓
口
で
申

し
込
み
を

市役所　 ４８３－１１５１（代表）

市役所
〒276-8501 大和田新田312-5
483-1151（代表）

小・中学校の体育施設を開放します	
24年度の登録は１月31日㈫まで
　市立小学校の体育館と運動場、市立
中学校の体育館を開放します。
　 ▼対象　市内在住・在学・在勤で、
指導者及び責任者が明確な、常に10人
以上が参加できるスポーツ団体　 ▼利
用期間　24年４月１日～25年３月31日

▼申し込み　土曜・日曜日を除く１月
16日㈪～31日㈫に申請書を文化・スポ
ーツ課へ持参。申請書は１月10日㈫か
ら同課、大和田公民館を除く公民館窓
口、市ホームページで入手できます。
23年度登録団体も申請が必要です

▼開放時間／場所　①小学校体育館／
月～金曜日の午後６時～９時、土曜・
日曜日、祝日の午前９時～午後９時　
②小学校運動場／土曜・日曜日、祝日
の午前８時～午後５時　③中学校体育
館・柔剣道場／午後７時～午後９時。
※日程は各学校と協議して決定。今回
の申し込み以降の団体登録は、調整会
議後の空き状況に応じて、４月以降受
け付けます。詳しくは文化・スポーツ
課へお問い合わせ下さい

老齢年金受給者全員に	
源泉徴収票が送付されます
　日本年金機構では、23年１月～12月
中に老齢年金を受け取った人全員に、
源泉徴収されたか否かにかかわらず24
年１月末に源泉徴収票を送付します。
　源泉徴収票は、年金以外に収入があ
り確定申告をするときや、源泉徴収の
還付を受けるときに添付する必要があ
ります。厚生年金・国民年金の老齢年
金など、老齢（退職）を支給事由とす
る公的年金は、税法上、雑所得として
所得税の課税対象になります。老齢年
金の額が108万円未満（65歳以上の人は
158万円未満）の人は、所得税の源泉徴
収はありません。
　源泉徴収票を紛失した場合は、再交
付できます。船橋年金事務所 424-88
11、または、ねんきんダイヤル 0570
-05-1165へご連絡を。障害年金や遺族
年金は非課税のため、源泉徴収票は送
付しません。	 （国民年金室）

所得税の確定申告相談会を開催
　三税共同相談会では、所得税の確定
申告、事業税および市・県民税の申告
の相談・提出の受け付けができます。
申告に必要な書類（源泉徴収票、社会
保険料支払証明書または領収書、生命
保険料控除証明書など）、印鑑をお持ち

ください。また、パソコンによる申告
書作成のアドバイスも行います。申告
期間中、市役所等の各申告会場は大変
混み合いますのでぜひご利用ください。
※土地、建物および株式等の譲渡所得
がある場合の申告はご遠慮ください
　 ▼日時　１月25日㈬午前９時30分～
正午、午後１時～３時30分（混雑する
場合、早めに締め切ることがあります）

▼場所　八千代台東南公共センター
（例年と開催場所が異なります。駐車場
がありませんので公共交通機関をご利
用ください）　 ▼問い合わせ　千葉西
税務署 043-274-2111または市民税課
483-1151	 （市民税課）

住居表示実施地区で建物を	
新築したら市に届け出を
　住居表示を実施している地区に建物
を新築（建て替えを含む）したときは、
住居新築（移転）届の届け出が必要で
す。この届け出がないと、住所となる
番号が付かないため、住民登録などが
できませんのでご注意ください。住居
表示実施地区の確認や届出の詳細につ
いては、都市計画課または市ホームペ
ージで確認してください。
　 ▼届出時期　建物がおおむね完成し、
玄関などの位置が確認できる時点

▼届出場所　市役所５階都市計画課

▼届出者　建築主（代理人可）　 ▼必要

①中・高年齢者の再就職支援セミナー
　40～65歳の求職中の人対象。応募書
類の書き方、面接対策など。１人５分
程度で面接演習を行いますので、事前
に応募予定（または応募済み）の企業
を想定して、発表内容を考えてきてく
ださい。雇用保険受給資格者証を持っ
ている人は持参してください。
　 ▼日時　１月23日㈪午前９時30分～
午後０時30分　 ▼場所　総合生涯学習
プラザ　 ▼定員　先着12人

書類　①住居新築（移転）届　※土地地
番の記載欄があります　②地図などに
新築場所を表示した案内図　③敷地と
建物の位置関係と玄関の位置がわかる
配置図　④縮尺入りの１階平面図　
⑤その他状況に応じて、地積測量図、
公図の写しなど	 （都市計画課）

施設予約システムの更新手続きは	
３か月前からできます
　施設予約システムの利用者登録有効
期間は、利用者登録日から１年間です。
23年３月31日までに、利用者（団体）
登録をした人や団体は、有効期限が３
月31日のため、登録の更新が必要です。
登録の更新は、有効期限が切れる３か
月前から各施設で受け付けますので、
引き続き施設を利用する人や団体は、	
更新漏れのないようにしてください。
有効期限を過ぎた場合は、施設の抽選
や予約の申し込みができなくなります。
有効期限は、利用者登録通知書の有効
期限欄をご確認ください。

　 ▼手続き方法　本人を確認できる書
類（運転免許証、健康保険証など）を
持参して、利用する施設の窓口へ。登
録の更新は施設ごとに必要です。団体
名簿の提出が必要な施設があります。
詳しくは、市ホームページをご覧にな
るか、各施設にお問い合わせください
	 （情報管理課）

募集 再就職支援セミナー・	
生活就労相談の参加者

献
　
血

●１月５日㈭午前10時～11時45分・
午後１時～４時30分　八千代市役所

（八千代市献血推進協議会主催）
●１月７日㈯午前10時～11時45分・
午後１時～４時30分　フルルガーデン
八千代（八千代市献血推進協議会主催）

１月１日～３日の休日当番医と受診案内

診　療　日 診療科目 当　番　医 住　　　　　　所 電話番号
１月１日㈷ 内科小児科

杉岡小児科 八千代台東1-20-7 485-3177
セントマーガレット病院 上高野450 485-5111

外科・その他（皮） セントマーガレット病院 上高野450 485-5111

歯科
八千代台歯科医院 八千代台西3-4-6 485-6055
みどりかわ歯科 村上南1-21-5 キャッスルテナント207号室 482-6164

１月２日㉁ 内科小児科
アリスこどもクリニック 高津694-1 489-4232
勝田台病院 勝田622-2 482-3020

外科・その他（泌） 勝田台病院 勝田622-2 482-3020

歯科
杉山歯科医院 村上1113-1 村上団地1-53 484-8640
森歯科クリニック 八千代台北12-1-13 483-3000

１月３日㈫ 内科小児科
クリニカdeこばやし 村上南1-5-28 SYM THE BUILDING2-2 405-6503
八千代ももたろうクリニック ゆりのき台4-1-8 ベェルジェールゆりのき2階Ｃ室 405-3588

外科 むらた整形外科 大和田新田99 458-0078
その他 おさ眼科医院 ゆりのき台5-15-1 485-7800

歯科
さくら歯科医院 八千代台西9-17-2 クレセントパレス101 480-1817
アキラ歯科 大和田290-10-11 483-8211

※医療機関の略図は、八千代市医師会ホームページ、八千代市歯科医師会ホームページで見ることができます。

　年始の昼間、急に具合が悪くなったときは、初めに下記の当番医で受診し
てください。八千代医療センターは、入院が必要な重症患者を中心に対応し
ますので、皆様のご協力をお願いします。当番医は変更する場合があります
ので、市のホームページまたはテレホン案内で確認の上、受診してください。

【診療時間】午前９時～午後５時（昼休みあり）※時間外は「夜間・休日急病診療」参照

②生活就労に関する個別相談　生活全
般に関すること、職業訓練などの情報、
応募書類添削、就職活動の悩みなどの
相談を一人30分程度でお受けします。
応募書類の添削希望者は、応募予定（ま
たは応募済み）の履歴書などをお持ち
ください。年齢は問いません。東日本
大震災の被災者の参加も受け付けます。
就職のあっせんは行いません。
　 ▼日時　１月23日㈪午後１時30分、
２時15分、３時　 ▼場所　総合生涯学
習プラザ　 ▼定員　各回先着２人
※①②とも申し込みは、１月20日㈮ま
でに商工課 483-1151へ	 （商工課）

番

救急車の適正利用に
ご協力ください

火災場所の問い合わせは 459-0119へ

出動件数 11月 １～11月
救急 675件 7,295件

火災・その他 84件 1,059件

◆急病のときは、まず、
当番医で受診を

テレホン案内

482－6870
内科系（小児科）

482－6871
外科系・その他の科目

482－6872
歯科

※小児科･その他の科目･歯科
は、日曜・祝日・年末年始
の8:30～17:00のみ

こども急病電話相談
お子さんの急病時、受診が必要か判断に迷う時など
に看護師や小児科医が相談に応じます。
毎日19～22時局番なしの ＃8000

やちよ夜間小児急病センター

※23時以降は 450－6000へ
毎日18～23時 458－6090

※ダイヤル回線からは 043－242－9939

月～金曜日
19:00～
　　 翌８:30
土曜日
17:00～
　　 翌８:30
日曜日
祝　日
年末年始
8:30～
　　 翌８:30

東京女子医科大学八千代医療センター内

火災・救急時には 番119
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２歳６か月児歯科 
健康診査（予約制）

　歯科医師による歯科健康診査や相談、
歯科衛生士の歯みがき実習を行います。
　 ▼日時　２月２日㈭・８日㈬。受け
付けは午前９時30分～10時　 ▼場所
保健センター　 ▼対象　21年８月生ま
れ　 ▼申し込み　１月26日㈭までに電
話で同課へ

妊婦・乳児の健康診査を 
受けましょう
　母子健康手帳と共に交付された「母
子健康手帳別冊１」に綴

と
じられている

「妊婦・乳児健康診査受診票」を利用し、
妊娠中に14回、生後３～６か月と９～
11か月に各１回ずつ、千葉県内の医療
機関で健康診査が受けられます。里帰
り出産などで県外の医療機関や助産所
での受診を希望する人や転入などで八	
千代市の受診票の交付を受けていない
人は、電話で同課までご連絡ください。

マタニティ講座（全２回）
　友達をたくさん作って、妊娠・出産・
子育てを楽しみましょう。

　 ▼日時／内容　①２月９日㈭午後１
時15分～３時45分／助産師による妊婦
体操など　②２月16日㈭午前11時～午
後３時15分／簡単な調理実習と歯科医
師による講話など。いずれも15分前か
ら受け付け　 ▼場所　保健センター

▼対象　初めて赤ちゃんを迎える人。
なるべく妊娠７か月前後を目安に受講
を。２人目以降は要相談　 ▼持ち物
母子健康手帳、筆
記用具、飲み物。
②は食材費150円
とおにぎりなど主
食　 ▼申し込み
電話で同課へ

マタニティ広場
　地域子育て支援センターで妊婦さん
や赤ちゃん連れの先輩ママとの交流会
を開催。出産準備や分娩

べん
、子育てなど、

【すてっぷ21大和田 486-7455】子育
て中の夫婦のコミュニケーションのこ
と…１月25日㈬
消防本部警防課 459-7804　◆普通救
命講習会　ＡＥＤを含む心肺蘇生法な
ど。修了者には「普通救命講習修了証」
を交付。15歳～70歳対象。先着15人。
時１月29日㈰午後１時30分～４時30分
費600円（教本代など）　所中央消防署
申１月20日㈮までに電話で同課へ。午
後５時15分以降と土曜・日曜日、祝日
は 459-2441へ
環境緑化公社 458-6446　◆緑の講習
会「身近な花でつくるステキなフラワ
ーアレンジメント」　先着20人。時２
月３日㈮午後２時～４時　所八千代台
公民館　費1,500円　申１月４日㈬～
20日㈮までに電話か直接同公社窓口へ

市民体育館 485-7200　
◆後期バドミントン教室・
全４回　成人対象。抽選

60人。初心者、初級、中級。時２月２
日・９日・16日・23日いずれも木曜日
午前９時～正午。受け付けは午前８時
30分から　費2,000円（傷害保険など
を含む）　申１月15日㈰必着で、往復
はがきに住所、氏名（フリガナ）、年齢、
電話番号、希望クラス、返信先を記入
し、〒276-0043萱田1220同館へ郵送

指導課 481-0301　◆五
市中学校合同技術・家庭
科作品展　八千代、船橋、

市川、習志野、浦安の中学校と船橋市
立船橋特別支援学校、市川市立須和田
の丘支援学校の優秀作品を展示。時１
月18日㈬～22日㈰午前９時～午後４時
30分　所県立現代産業科学館（市川市）
／ＪＲ本八幡駅か京成鬼越駅下車

緑が丘公民館 489-4919
◆パソコン講座「ワード・
エクセル入門」全４回

市内在住の成人で、Windows7を利
用してキーボードを多少打てる人対象。
抽選15人。再受講はご遠慮ください。
時２月２日㈭・３日㈮・９日㈭・10日㈮
費100円（資料代）　申１月10日㈫まで
に、往復はがきに講座名・住所・氏名	
（ふりがな）・電話番号・年齢・返信先
を書き、〒276-0049緑が丘3-1-7同館
へ郵送。一人１通のみ
阿蘇公民館 488-1185　◆折り紙で紙
ニケーション教室　成人対象。先着15
人。はさみ・木工用接着剤・筆記用具・
定規持参。時１月25日・２月８日・22
日いずれも水曜日午後１時30分～３時
30分　費300円（材料費）　申１月13
日㈮までに電話か直接同館窓口へ
八千代台公民館 483-5553　◆おはな
しと映画の会　絵本の読み聞かせ、フ
ランネルシアター、映画、工作など。
４歳以上対象。時１月14日㈯午前10時
30分～11時45分　申当日直接同館へ

郷土博物館 484-9011
◆企画展「八千代の遺跡
―かや田からゆりの木へ

―」関連行事　①講演会「萱田の遺跡」
講師は阪田正一さん。先着100人。時１
月22日㈰午後２時～４時　申１月４日
㈬から電話か直接同館窓口へ　②企画
展示解説会　時１月７日㈯午後２時30
分から　申当日直接同館へ
◆ふるさと講座「ふるさと八千代・市
内出土の土器について」　先着100人。
時１月29日㈰午後２時～３時30分
申４日㈬から電話または直接同館窓口へ

地域子育て支援センター
◆子育てワークショップ
「おしゃべり広場」 子育

てに関することをお母さん同士でおし
ゃべりしませんか。保育あり。要予約。
時間はすべて午前10時15分～11時45分。
【トップス 488-1632】子育てしながら
自分の時間をもつということ…１月18
日㈬　【たんぽぽ 482-0925】イヤイヤ
の時期、どう付き合う？…１月20日㈮

〒276-0042 ゆりのき台2-10
保健センター母子保健課　 486-7250
　　　　　　健康づくり課　 483-4646

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

　特に表示されていないものは受講
無料です。詳しくは各主催者に問い
合わせてください。

たくさん聞いて不安を解消しましょう。
母子健康手帳と一緒に交付した、すく
すくセットの「赤ちゃんを迎えるあな
たに」を参考に各地域子育て支援セン
ターへ電話で申し込んでください。
　 ▼２月の日程　８日㈬／睦北保育園、
15日㈬／八千代台南保育園、17日㈮／高
津南保育園、22日㈬／ゆりのき台保育園

口から始める介護予防
「お口の健康は、

元気のみなもと」
　口
こうくう
腔の状態は、全身の健康に大きく

関係しています。お口の健康を保つポ
イントについて、歯科医師による講演
会を実施します。
　 ▼日時　１月25日㈬午前９時30分～
11時　 ▼場所　保健センター　 ▼定員
先着50人　 ▼申し込み　１月４日㈬か
ら１月20日㈮までに電話で同課へ

習志野健康福祉センターから
●女性のための健康相談（予約制）
　女性の悩みや不安に、女性医師など
が無料で相談を受けます。 ▼日時　１
月13日㈮午前９時30分～11時30分、１
月18日㈬午後２時～４時、２月10日㈮
午前９時30分～11時30分　 ▼場所　習
志野健康福祉センター　 ▼申し込み
電話で地域保健福祉課 477-2119へ
●ＨＩＶ抗体検査と肝炎検査　検査は、
無料・匿名で受けられます。ＨＩＶ抗
体検査と同時に梅毒・クラミジア・Ｂ型
肝炎・Ｃ型肝炎の検査も受けることが
できます。肝炎の検査だけでも受けら
れます。ＨＩＶ抗体の日中検査結果は、
当日、原則口頭で伝えます。 ▼日時　
１月５日㈭午前９時～10時／ＨＩＶ、
午前９時30分～10時／肝炎、午後５時
30分～７時／ＨＩＶ・肝炎、１月19日
㈭午後１時～２時／ＨＩＶ、午後１時
30分～２時／肝炎、２月２日㈭午前９
時～10時／ＨＩＶ、午前９時30分～10
時／肝炎、午後５時30分～７時／ＨＩ
Ｖ・肝炎　 ▼場所　習志野健康福祉セ
ンター　 ▼申し込み　健康生活支援課
475-5154へ。１週間前から受け付け
●障がい者の口腔ケア講習会　知的障
がい者への対応を中心とした講習会を
開催。 ▼日時　１月24日㈫午後２時30
分～４時　 ▼場所　習志野健康福祉セ
ンター　 ▼申し込み　１月16日㈪まで
に地域保健福祉課 475-5153へ

●
市
民
ス
キ
ー
教
室
（
菅
平
高
原
ス
キ
ー
場
）　
小
学
生
以
下
は
保

護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。
先
着
45
人
。
２
月
９
日
㈭
20
時
市
役

所
出
発
、
２
月
12
日
㈰
20
時
頃
帰
着
予
定
。
市
役
所
駐
車
場
は
使
用

で
き
ま
せ
ん
。
中
学
生
以
上
３
万
６
０
０
０
円
、
小
学
生
以
下
３
万

円
（
昼
食
、
リ
フ
ト
代
、
レ
ン
タ
ル
料
金
別
途
）
／
申
し
込
み
内
金

１
万
円
、
残
金
は
当
日
集
金
し
ま
す
。
申
し
込
み
は
、
１
月
31
日
㈫

ま
で
に
電
話
で
市
ス
キ
ー
連
盟
・
秋
葉

０
９
０（
１
５
０
５
）３
２

５
１
へ
／
平
日
18
時
～
22
時

●
家
庭
婦
人
親
善
ダ
ブ
ル
ス
卓
球
大
会　
市
内
在
住
・
在
勤
の
人
、

サ
ー
ク
ル
在
籍
者
対
象
。
初
心
者
の
部
、
一
般
の
部
。
ペ
ア
は
当
日

抽
選
し
ま
す
。
一
人
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
２
月
10
日
㈮
９
時
、
市

民
体
育
館
。
１
０
０
０
円(

保
険
代
、
弁
当
代
含
む)

。
申
し
込
み
は
、

１
月
25
日
㈬
ま
で
に
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
市
卓
球
連
盟
・
徳
永

（
４
８
４
）３
０
５
１
へ

●
新
春
か
る
た
大
会（
百
人
一
首
）　
１
月
15
日
㈰
10
時
～
15
時
、
八

千
代
台
自
治
会
館
。
一
般
７
０
０
円
、
高
校
生
以
下
５
０
０
円
（
昼

食
付
き
）。申
し
込
み
は
１
月
13
日
㈮
ま
で
に
、つ
く
ば
ね
会
・
松
本

（
４
８
２
）３
６
３
９
へ
／
17
時
以
降

●
陶
芸
・
絵
手
紙
二
人
の
あ
ゆ
み
展　
陶
芸
20
年
、
絵
手
紙
10
年
に

わ
た
る
個
人
制
作
活
動
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。
１
月
12
日
㈭
～
16

日
㈪
10
時
～
17
時（
16
日
は
15
時
ま
で
）、勝
田
台
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ギ

ャ
ラ
リ
ー
。
中
島
（
４
５
０
）２
５
５
２

■
１
月
の
習
志
野
演
習
場
訓
練
日
程　
気
象
条
件
な
ど
に
よ
り
、
一

部
変
更
ま
た
は
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
落
下
傘
降
下
訓
練
】
飛
行
機
…
４
日
㈬
～
８
日
㈰
８
時
～
18
時　

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
…
４
日
㈬
～
８
日
㈰
、23
日
㈪
～
27
日
㈮
８
時
～
18
時

【
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
離
着
陸
訓
練
】
４
日
㈬
～
８
日
㈰
、
13
日
㈮
、
25

日
㈬
～
27
日
㈮
８
時
～
20
時
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
習
志
野
駐
屯
地
広
報
班
（
４
６
６
）２
１
４
１

■
第
１
空
挺
団
降
下
訓
練
始
め　
各
種
航
空
機
か
ら
の
降
下
、
ヘ
リ

戦
技
な
ど
の
訓
練
展
示
。
１
月
８
日
㈰
11
時
～
12
時
、
習
志
野
演
習

場
。
習
志
野
駐
屯
地
広
報
班
（
４
６
６
）２
１
４
１

■
㈶
印
旛
沼
環
境
基
金
・
助
成
事
業
成
果
報
告
会　
２
月
３
日
㈮
９

時
30
分
～
14
時
10
分
、
受
け
付
け
は
９
時
10
分
か
ら
。
印
旛
合
同
庁

舎（
佐
倉
市
鏑
木
仲
田
町
８

－

１
）。㈶
印
旛
沼
環
境
基
金

０
４
３

（
４
８
５
）０
３
９
７

■
市
身
体
障
害
者
福
祉
会
の
イ
ベ
ン
ト　
①
新
年
を
も
ち
つ
き
で
祝

お
う
会　
先
着
60
人
。
１
月
13
日
㈮
10
時
30
分
～
14
時
、
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
。
３
０
０
円
。
当
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
同
時
募
集
し

ま
す　
②
内
部
障
害
者
懇
談
会　
当
事
者
同
士
で
悩
み
な
ど
の
意
見

交
換
や
交
流
を
し
ま
せ
ん
か
。
１
月
29
日
㈰
10
時
～
12
時
、
福
祉
セ

ン
タ
ー
。
１
０
０
円
。
①
②
と
も
申
し
込
み
は
、
市
身
体
障
害
者
福

祉
会
（
４
８
５
）１
２
４
５
（
４
８
５
）１
３
２
９
へ

募集 在住外国人対象	
スピーチ大会の参加者

　日本語を勉強中の在住外国人を対象
に、スピーチ大会を開催します。発表
時間は５分程度で、テーマは自由です。
　 ▼日時　１月28日㈯午前10時～正午

▼場所　八千代台東南公共センター

▼対象　日本語を学習している在住外
国人（児童・生徒を含む）　 ▼申し込み
１月16日㈪までに、はがきかファクス
で、住所、氏名、年齢、電話番号、フ	
ァクス番号、国籍、滞在年数を〒276-
8501市役所国際推進室内・八千代市国
際交流協会 752-0593へ（国際推進室）
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上
高
野

大
和
田

大
和
田

下
市
場

八
千
代
台
東

大
和
田
新
田

勝
田
台

八
千
代
台
東

八
千
代
台
北

大
和
田

勝
田
台
南

大
和
田

古
民
家
の
柱
の
艶
や
文
化
の
日

身
に
入し

む
や
店
た
た
み
た
る
路
地
の
書し

ょ
し肆

千
枚
田
千
の
狼の

ろ
し煙

の
秋
収
め

道
端
に
褪
せ
し
旗
立
て
茸き

の
こ
う
り売

旅
に
ゐ
て
山
に
遊
べ
り
翁お

き
な

の
忌き

枯
菊
の
色
残
り
を
り
母
遠
し

霜
晴
や
供
花
新
し
き
無
縁
塚

亡
き
母
に
足
指
似
た
る
日
向
ぼ
こ

木
洩
れ
日
に
吾
が
影
浮
き
し
落
葉
道

蕉
庵
を
望
む
隅
田
の
浮
寝
鳥

草
枯
や
川
岸
に
吹
く
夕
の
風

轆ろ
く
ろ轤

挽ひ

く
指
の
冷
た
く
碗
歪
む

457回

利
守
冨
士
子

羽
生
田
俊
一

仲
村　
快
枝

板
倉
美
智
子

佐
々
木
静
枝

松
本　
真
佐

廣
鹿　
一
平

山
田　
圭
子

戸
村　
　
伸

熊
谷　
文
男

頴
原　
静
子

薄
井　
正
志

①ローズヒップ入りバラのカステラ10人／有明堂
482-0246　②バラのマドレーヌ（プレーン、ショコ
ラ）２個セット30人／貝殻亭リゾート 481-6225　
③バラのアイスクリーム用金メッキスプーン５人／
ＶＣサンセン 485-9280　④ガーデンセンター商品
券500円分10人／京成バラ園 459-3347

ット２人／大こくや 483-1828　⑨卵かけごはんが
おいしい卵健太君「赤組」、生卵しょうゆ付き100人
／千葉鶏卵センター 459-4880　⑩Cafeふくろう
ドリップパック５人／Cafeふくろう 485-1621　⑪
アイス500円券５人／プチ・シャンテリー 488-3166
（ふるさとステーション内）　⑫さわ田茶家御食事
1,000円券５人／さわ田茶家 486-3311　⑬千葉の
Ｂ級グルメ「C-1グルメ選手権」でグランプリ獲
得、八

や
千
ち
めし10人／味工房くいくい亭 459-4276	

⑭ラーメン無料券（１枚で２人利用可）10人／麺や
小鉄 488-4880

㎝）／八千代市書道会・井上 484-4700　⑰国際的版
画家星襄一絵はがき６枚入りセット10人／八千代市文
化・スポーツ振興財団 483-5111　⑱竹細工７人／竹
細工同好会 484-9011（郷土博物館）　⑲八千代切子
のオンザロックグラス２人／東洋佐々木ガラス 459-
3101　⑳「八千代ふるさと歴史・総収録」５人／広報
広聴課 483-1151　

㉑エコスイッチ３人／服部技研 485-6607　㉒やちよ
元気体操DVD・CDセット５人／健康づくり課 483-
4646　㉓エコバッグと花の種付きガーデンカレンダー
セット20人／環境緑化公社 458-6446　㉔マグカップ
５人･フェイスタオル５人／東京女子医科大学八千代
医療センター 450-6000　㉕東葉高速2000系ミニチュ
ア模型４両セット１人、駅名キーホルダー５人、走る
電車付きボールペン５人／東葉高速鉄道 458-0017

⑤八千代のコシヒカリ玄米５㎏５人／八千代市農業
協同組合経済センター 459-8126　⑥八千代八福神
の里シリーズ（あられ詰め合わせ）３人／宗吾郎
483-1249　⑦和菓子「八千代しぐれ」５人／香梅
485-1140　⑧あんどーなつ・かりんとまんじゅうセ

⑮絵画小品など10人／八千代市芸術文化協会・石川
459-6169　⑯書道小作品５人（額装縦14㎝×横18

　いつも、広報やちよ・やちよＮＡＶｉをご覧いた
だきありがとうございます。
　皆さんのご意見をお聞きするために、「お年玉
付広報アンケート」を企画しました。アンケートに
お答えいただいた人の中から抽選で303人に、ふる
さと産品などの賞品をプレゼントします。

Ｑ１．「広報やちよ」の情報量、文字の大きさについ
てどう思いますか
①　今のままで良い
②　情報量が減っても、今より大きい字が良い
③　文字を小さくして、情報量を増やした方が良い
④　今より太い書体が良い（ゴシック体など）
　例）・広報やちよ	➞ 現在の書体
　　　・広報やちよ	➞ ゴシック体
Ｑ２．「広報やちよ」で取り上げて欲しいテーマを２
つ選んでください
①　施策・計画　　　②　観光・イベント
③　歴史・文化　　　④　子育て・教育
⑤　市民の活動紹介　⑥　その他（　　　　　　		　）
Ｑ３.ケーブルテレビ番組｢やちよNAVi｣で取り上げ
て欲しいテーマを２つ選んで下さい
①　施策・計画　　　②　観光・イベント
③　歴史・文化　　　④　子育て・教育
⑤　市民の活動紹介　⑥　その他（　　　　　　		　）
★その他広報事業への感想や希望があれば

はがき　表 はがき　裏 ※
応
募
の
際
に
得
た
個
人
情
報
は

　
当
事
業
の
み
に
使
用
し
ま
す

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
、
大
自
然
の
恐

ろ
し
さ
に
日
本
中
が
戦
き
ま
し
た
。
一
日
も
早
い
復
興
を
願
わ
ず
に

は
居
ら
れ
ま
せ
ん
。
人
々
の
価
値
観
も
大
き
く
変
わ
っ
た
事
で
し
ょ

う
。
生
き
て
い
ら
れ
る
事
、
俳
句
を
作
っ
て
い
ら
れ
る
小
さ
な
幸
せ

を
共
に
噛
み
し
め
て
毎
日
を
丁
寧
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

初
烏
朝
日
満
ち
た
る
梢う

れ

に
鳴
く

霙み
ぞ

る
る
や
地な

い震
に
潰つ

い

え
し
街
想
ひ

希
世
子

　
〃　

選
者
初
吟

【
投
句
方
法
】		

は
が
き
に
未
発
表
の
句
を
三
句
と
、住
所
、氏
名
、年
齢
、

電
話
番
号
を
書
き
、
〒
２
７
６　
０
０
４
５
大
和
田
１
３
８　
２

教
育
委
員
会
庁
舎
、文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
課
俳
句
係　
（
４
８
１
）０
３
０

５
へ
郵
送
。
毎
月
末
締
め
切
り

年
頭
の
ご
挨
拶

小
林
希
世
子

広報やちよは、市ホームページでも見ることができます(PDF版)
J：COMチャンネルで１〜15日11時、
20時30分／各15分間（都合により、
放送時間を変更する場合があります）

新春
　市長インタビュー

Ａ．市の花バラコース

Ｂ．八千代うまいものコース

Ｄ．お楽しみコース

Ｃ．文化・芸術コース

広報アンケートはこちら
締め切り　１月1４日㈯消印有効

こ
ち
ら
の
賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す

※選べるのはコースのみです。品物は選べませんので
　ご注意ください

【応募方法】　はがきにＱ１～Ｑ３までのアンケート
の答えと、希望するコースＡからＤまでを一つ選び、
住所・氏名・年齢・性別・電話番号を記入して、１月
14日㈯（消印有効）までに、〒276-8501八千代市役所
広報広聴課「お年玉付広報アンケート」係へ。応募は、
一人１通のみとさせていただきます
【当選者の発表】　当選のお知らせをもって代えさせ
ていただきます。当選者には「プレゼント引換券」を
お送りします。２月１日㈬～29日㈬までに、各店舗・
事業所等で引き換えてください。賞品に関するご質問
やご意見は、直接各店舗・事業所などへお願いします。
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